
 

 

 

 

 
 
９月 22 日（月）に１年生、２年生のみなさんと一緒に「大阪・関西万博」に行ってきました。
４月 13 日から始まった万博も 10 月 13 日には、その幕を閉じます。世界中から多くの人が大阪を訪

れ、東京や京都だけではない日本の魅力を知ってもらえるよい機会だったと思います。 

みなさんも、「国際化」や「グローバル化」という言葉を聞いたことがあると思います。 似たような言葉でも、

表す意味合いが少し違います。「国際化」の国際は「国の際（きわ）」つまり、国と国の境目という
意味なので、「複数の国家間」のことを表します。 

それに対して「グローバル化」は英語のglobe からできた言葉です。globe って何？「ああ、野球
のグローブね」と思ったそこのあなた。一緒に英語を勉強しましょう。野球のグローブは glove（グラヴ）。

globe は「地球」という意味の単語です。つまり国という概念ではなく、「地球全体」という意味合い
が出てきます。 

世界の国や地域からたくさんの人が集まり、文化や技術を紹介し合う万博は「国際的」な取組みです。し

かし、そこに込められたテーマは、より大きな「地球規模（グローバル）」の課題です。 

みなさんは、万博を通して、何を感じましたか？ 

 

最後に「私の本棚」紹介です。 

このコーナーの登場回数ダントツ１位の「東野圭吾」です。 

ちょっと登場が多すぎるような気もしますが…さすがは安定の東野圭吾です。 

探究図書館で借りられます。 

 

～ 私の本棚 ～ 

本と向き合った時間・記録はあなただけの大切な財産です。 

１冊１冊との出逢いを大切にしましょう。 

 

冊数 出逢った日 本のタイトル 著者 

７ ９/21 クスノキの番人 東野圭吾 

感じたこと・考えたこと・覚えていたいこと 

ほんわかあったかい気持ちになれる「東野圭吾」です 

  「生きる」ことは「誰かと縁を結ぶ」ことだと思った 

  その縁の中で、お互いに助け助けられ、生きていくもの 
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